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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成23年4月7日(2011.4.7)

【公開番号】特開2009-268776(P2009-268776A)
【公開日】平成21年11月19日(2009.11.19)
【年通号数】公開・登録公報2009-046
【出願番号】特願2008-123005(P2008-123005)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１５Ａ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１５Ｚ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１２Ｚ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１６Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月17日(2011.2.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技盤上に設けられた始動入賞口への遊技球の入賞に基づき所定時間開放することで、
遊技盤上に設けられた役物内に遊技球を入賞可能とする開閉部材と、
　この開閉部材の開放により遊技球が役物内に入賞し、かつ当該役物内に設けられたＶ入
賞口に入ることを条件に、遊技盤上に設けられた大入賞口を、選択された回数開閉して前
記大入賞口への多くの遊技球の入賞と当該入賞に伴う賞球を可能とする大当たり遊技を制
御する遊技制御手段と、
　前記大当たり遊技終了後、前記開閉部材を、前記遊技球が前記Ｖ入賞口に入賞し易い時
期に所定時間開放するように制御する遊技球入賞時期制御手段と、
を備えたことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記始動入賞口は、前記遊技球の入賞に伴う抽選の結果に基づき所定時間作動する特別
図柄の作動開始条件となる特別図柄始動入賞口を含み、
　この特別図柄始動入賞口への遊技球の入賞に基づき前記特別図柄を所定時間作動させる
特別図柄表示装置をさらに備え、
　前記開閉部材は、前記特別図柄表示装置に停止表示された特別図柄に基づき所定時間開
放することを特徴とする請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記特別図柄表示装置が非作動中以外の状態の時に、遊技球が前記特別図柄始動口に入
賞したときに、前記特別図柄表示装置の作動の権利の保留情報を所定の最大個数まで記憶
することが可能となる特別図柄メモリ装置をさらに備えていることを特徴とする前記請求
項２記載の遊技機。
【請求項４】
　前記遊技球入賞時期制御手段として、前記役物内に入賞した遊技球を停留させるための
停留装置を備え、この停留装置は特別図柄停止確定、若しくは役物の開閉部材の開放を契
機として停留を開始し、一定時間後に停留を解除することを特徴とする請求項１～請求項
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３の何れか１項記載の遊技機。
【請求項５】
　前記Ｖ入賞口が、前記役物内に設置された回転体に設けられた、前記大当たり遊技中に
おいて、前記回転体が予め決められた位置で停止し、大当たり遊技終了後、当該停止した
位置から回転動作を開始し、遊技球入賞時期制御手段は、役物内に入った遊技球が回転体
のＶ入賞口に入るように前記停留装置と回転体との作動を制御することを特徴とする請求
項４記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、遊技盤上に設けられた始動入賞口への遊技球の入賞に基づき所定時間開放す
ることで、遊技盤上に設けられた役物内に遊技球を入賞可能とする開閉部材と、
　この開閉部材の開放により遊技球が役物内に入賞し、かつ当該役物内に設けられたＶ入
賞口に入ることを条件に、遊技盤上に設けられた大入賞口を、選択された回数開閉して前
記大入賞口への多くの遊技球の入賞と当該入賞に伴う賞球を可能とする大当たり遊技を制
御する遊技制御手段と、前記大当たり遊技終了後、前記開閉部材を、前記遊技球が前記Ｖ
入賞口に入賞し易い時期に所定時間開放するように制御する遊技球入賞時期制御手段と、
を備えたことを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明によれば、大当たり遊技終了後、開閉部材を、遊技球が前記Ｖ入賞口に入賞し易
い時期に所定時間開放するように制御することにより、特に、大当たり遊技終了後（例え
ば、終了直後）、又は大当たり遊技終了後所定回数（例えば、特別図柄変動装置の作動回
数）の遊技において、次の大当たり発生条件を遊技者自身の技量により獲得し易くするこ
とができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０３】
　ステップ３８０では、再度、回転体２０６を原位置へ移動させ停止させて原点位置が維
持されていることを確認し、次いでステップ３８４で停留弁を傾斜樋部２１２Ａのパチン
コ球ＰＢの流動領域に配置（突出位置）し、これを維持しておく。
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